
サ
プ
ラ
イ
チ


ン
対
応
が
焦
点

メーカーとの連携に広がり

電設大手５社の
年３月期決算全社が受注増・増収

営
業
増
益
２
社
手
持
工
事
も
高
い
水
準

塩
分
濃
度
非
破
壊
計
測
サ

ビ
ス

共
同
で
新
会
社
設
立

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
に
革
新
オリエンタル
白石など４社

（３） （第三種郵便物認可）２０２３年（令和５年）５月１日　（月曜日）

　
▽
木
下
瑞
夫
︵

︶
‖
元
国
土
庁
大

都
市
圏
整
備
局
特
別
整
備
課
長

神
奈

川
県
藤
沢
市

　
▽
國
安
和
美
︵

︶
‖
元
国
土
交
通

省
海
事
局
内
航
課
旅
客
航
路
活
性
化
推

進
室
長

東
京
都
小
平
市

　
▽
小
長
井
宣
生
︵

︶
‖
元
北
海
道

開
発
局
留
萌
開
発
建
設
部
長

静
岡
市

　
▽
齋
藤
信
春
︵

︶
‖
元
関
東
地
方

整
備
局
営
繕
部
長

東
京
都
大
田
区

　
▽
酒
井
憲
司
︵

︶
‖
元
土
木
研
究

所
つ
く
ば
中
央
研
究
所
技
術
推
進
本
部

総
括
研
究
監

神
奈
川
県
藤
沢
市

　
▽
佐
熊
新
︵

︶
‖
元
国
土
地
理
院

総
務
部
調
整
官

高
松
市

　
▽
佐
合
純
造
︵

︶
‖
元
土
木
研
究

所
水
循
環
研
究
グ
ル

プ
長

名
古
屋

市　
▽
田
中
眞
一
︵

︶
‖
元
国
鉄
鉄
道

技
術
研
究
所
副
所
長

千
葉
市

　
▽
田
上
澄
雄
︵

︶
‖
元
東
北
地
方

整
備
局
河
川
部
長

千
葉
県
松
戸
市

　
▽
田
村
平
︵

︶
‖
元
国
土
交
通
省

航
空
局
飛
行
場
部
管
理
課
空
港
保
安
防

災
企
画
官

東
京
都
町
田
市

　
▽
柘
植
則
孝
︵

︶
‖
元
国
土
交
通

省
港
湾
局
総
務
課
職
員
管
理
室
長

千

葉
県
船
橋
市

　
▽
土
山
和
夫
︵

︶
‖
元
中
国
地
方

建
設
局
企
画
部
長

千
葉
県
流
山
市

　
▽
長
沼
佳
幸
︵

︶
‖
元
国
土
交
通

大
学
校
総
務
部
長

長
野
県
飯
田
市

　
▽
成
瀬
進
︵

︶
‖
元
東
北
地
方
整

備
局
副
局
長

横
浜
市

　
▽
福
田
和
彦
︵

︶
‖
元
国
土
技
術

政
策
総
合
研
究
所
総
務
部
長

横
浜
市

　
▽
福
田
晴
耕
︵

︶
‖
元
国
土
技
術

政
策
総
合
研
究
所
環
境
研
究
部
長

名

古
屋
市

　
▽
古
屋
晴
夫
︵

︶
‖
元
中
部
地
方

整
備
局
総
務
部
総
括
調
整
官

岐
阜
県

恵
那
市

　
▽
光
家
康
夫
︵

︶
‖
元
東
北
地
方

整
備
局
企
画
部
長

千
葉
県
松
戸
市

　
▽
森
本
文
忠
︵

︶
‖
元
近
畿
地
方

整
備
局
営
繕
部
長

東
京
都
町
田
市

　
▽
八
澤
明
男
︵

︶
‖
元
国
土
交
通

省
大
臣
官
房
参
事
官

千
葉
県
我
孫
子

市　
▽
山
本
修
司
︵

︶
‖
元
国
土
技
術

政
策
総
合
研
究
所
港
湾
研
究
部
長

横

浜
市

　
▽
鎗
田
義
夫
︵

︶
‖
元
九
州
地
方

整
備
局
用
地
部
長

千
葉
県
市
原
市

　
▽
和
田
浩
︵

︶
‖
元
土
木
研
究
所

総
務
部
長

千
葉
県
松
戸
市

　

他
省
庁
関
係


　
▽
伊
藤
克
憲
︵

︶
‖
元
装
備
施
設

本
部
副
本
部
長

北
海
道
深
川
市

　
▽
井
口
隆
︵

︶
‖
元
防
災
科
学
技

術
研
究
所
総
合
防
災
研
究
部
門
長

茨

城
県
つ
く
ば
市

　
▽
小
泉
勝
︵

︶
‖
元
関
東
農
政
局

両
総
農
業
水
利
事
業
所
長

埼
玉
県
草

加
市

　
▽
永
田
喜
雄
︵

︶
‖
元
埼
玉
県
県

土
整
備
部
長

さ
い
た
ま
市

　
▽
上
野
裕
︵

︶
‖
元
国
土
庁
長
官

官
房
審
議
官

元
通
商
産
業
省
大
臣
官

房
審
議
官

東
京
都
品
川
区

　
▽
河
島
均︵

︶‖
元
東
京
都
技
監


東
京
都
杉
並
区

　
▽
松
田
二
郎
︵

︶
‖
元
東
京
都
下

水
道
局
長

東
京
都
日
野
市

　
▽
平
岡
陽
一
︵

︶
‖
元
川
崎
市
上

下
水
道
事
業
管
理
者

横
浜
市

　
▽
井
浦
正
弘
︵

︶
‖
元
新
潟
市
水

道
事
業
管
理
者

新
潟
市

　
▽
北
沢
陽
二
郎
︵

︶
‖
元
長
野
県

建
設
部
長

長
野
市

　
▽
服
部
龍
一
︵

︶
‖
元
九
州
農
政

局
都
城
盆
地
農
業
水
利
事
業
所
長

岐

阜
県
可
児
市

　
▽
西
橋
順
二
︵

︶
‖
元
東
北
農
政

局
会
津
農
業
水
利
事
務
所
長

京
都
市

　
▽
池
田
巧
︵

︶
‖
元
佐
賀
県
県
土

づ
く
り
本
部
長

佐
賀
市

　
▽
戸

誠
司
︵

︶
‖
元
熊
本
県
土

木
部
長

熊
本
県
益
城
町

　
▽
笹
田
政
克︵

︶‖
元
産
業
技
術
総

合
研
究
所
地
質
調
査
所
地
殻
熱
部
長


東
京
都
千
代
田
区

　
▽
武
田
貞
生
︵

︶
‖
元
経
済
産
業

省
大
臣
官
房
審
議
官

川
崎
市

　
︻
瑞
宝
双
光
章
︼

　

国
土
交
通
省
関
係


　
▽
新
井
秀
行
︵

︶
‖
元
国
土
交
通

省
鉄
道
局
都
市
鉄
道
政
策
課
都
市
鉄
道

企
画
官

川
崎
市

　
▽
伊
藤
孝
二
︵

︶
‖
元
中
国
地
方

整
備
局
企
画
部
技
術
調
整
管
理
官

広

島
市

　
▽
入
澤
實
︵

︶
‖
元
関
東
地
方
整

備
局
企
画
部
環
境
調
整
官

群
馬
県
沼

田
市

　
▽
上
野
德
︵

︶
‖
元
関
東
地
方
整

備
局
用
地
部
用
地
調
査
官

神
奈
川
県

座
間
市

　
▽
大
貫
保
範
︵

︶
‖
元
大
阪
空
港

事
務
所
次
長

横
浜
市

　
▽
大
林
松
雄
︵

︶
‖
元
北
陸
地
方

整
備
局
道
路
部
道
路
調
査
官

富
山
県

入
善
町

　
▽
岡
﨑
健
一
郎
︵

︶
‖
元
四
国
地

方
整
備
局
中
筋
川
総
合
開
発
工
事
事
務

所
長

高
知
市

　
▽
岡
村
恒
藏
︵

︶
‖
元
近
畿
地
方

整
備
局
主
任
監
査
官

奈
良
市

　
▽
小
野
克
夫
︵

︶
‖
元
北
海
道
開

発
局
小
樽
開
発
建
設
部
次
長

札
幌
市

　
▽
梶
山
仁
夫
︵

︶
‖
元
国
土
地
理

院
主
任
監
査
官

茨
城
県
牛
久
市

　
▽
加
藤
善
孝
︵

︶
‖
元
中
部
地
方

整
備
局
名
古
屋
港
湾
事
務
所
副
所
長


愛
知
県
春
日
井
市

　
▽
木
村
秀
夫
︵

︶
‖
元
中
国
地
方

整
備
局
道
路
部
道
路
情
報
管
理
官

広

島
市

　
▽
熊
谷
伊
佐
男
︵

︶
‖
元
東
北
地

方
整
備
局
主
任
監
査
官

宮
城
県
多
賀

城
市

　
▽
河
渕
久
︵

︶
‖
元
四
国
地
方
整

備
局
四
国
技
術
事
務
所
長

高
松
市

　
▽
小
林
洋
雄
︵

︶
‖
元
北
陸
地
方

整
備
局
用
地
部
用
地
調
整
官

新
潟
市

　
▽
小
林
博
︵

︶
‖
元
北
陸
地
方
整

備
局
河
川
部
河
川
情
報
管
理
官

新
潟

市　
▽
齊
藤
盛
義
︵

︶
‖
元
関
東
地
方

整
備
局
主
任
監
査
官

埼
玉
県
熊
谷
市

　
▽
坂
本
英
隆
︵

︶
‖
元
四
国
地
方

整
備
局
広
報
広
聴
対
策
官

愛
媛
県
砥

部
町

　
▽
佐

尚
栄
︵

︶
‖
元
北
陸
地
方

整
備
局
新
潟
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所

白
山
船
長

新
潟
県
村
上
市

　
▽
重
田
健
︵

︶
‖
元
函
館
空
港
事

務
所
長

大
阪
府
池
田
市

　
▽
篠
﨑
実
︵

︶
‖
元
関
東
地
方
整

備
局
総
務
部
総
括
調
整
官

茨
城
県
下

妻
市

　
▽
島
田
昭
一
︵

︶
‖
元
東
北
地
方

整
備
局
北
上
川
下
流
河
川
事
務
所
長


仙
台
市

　
▽
城
素
美
夫
︵

︶
‖
元
九
州
地
方

整
備
局
主
任
監
査
官

福
岡
市

　
▽
杉
本
久
男
︵

︶
‖
元
九
州
地
方

整
備
局
用
地
部
用
地
調
整
官

佐
賀
市

　
▽
関
本
勉
︵

︶
‖
元
国
土
地
理
院

総
務
部
総
務
課
長

茨
城
県
つ
く
ば
市

　
▽

木
章
次
︵

︶
‖
元
九
州
地
方

整
備
局
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
長

福

岡
県
大
牟
田
市

　
▽
竹
腰
稔
︵

︶
‖
元
北
海
道
開
発

局
留
萌
開
発
建
設
部
次
長

札
幌
市

　
▽
千
葉
隆
夫
︵

︶
‖
元
中
部
地
方

整
備
局
用
地
部
用
地
調
整
官

岐
阜
県

大
垣
市

　
▽
中
川
博
︵

︶
‖
元
関
西
空
港
事

務
所
次
長

広
島
県
東
広
島
市
０
０
０

　
▽
福
富
正
彦
︵

︶
‖
元
四
国
地
方

整
備
局
用
地
部
用
地
調
整
官

高
知
県

四
万
十
市

　
▽
藤
井
隆
一
︵

︶
‖
元
関
東
地
方

整
備
局
地
方
事
業
評
価
管
理
官

埼
玉

県
川
口
市

　
▽
古
田
洋
一
︵

︶
‖
元
中
部
地
方

整
備
局
広
報
広
聴
対
策
官

愛
知
県
蟹

江
町

　
▽
細
川
雅
︵

︶
‖
元
近
畿
地
方
整

備
局
広
報
広
聴
対
策
官

福
井
県
あ
わ

ら
市

　
▽
的
場
眞
二
︵

︶
‖
元
九
州
地
方

整
備
局
九
州
技
術
事
務
所
長

福
岡
県

筑
紫
野
市

　
▽
丸
岡
初
︵

︶
‖
元
中
部
地
方
整

備
局
港
湾
空
港
部
事
業
計
画
官

愛
知

県
武
豊
町

　
▽
三
原
一
憲
︵

︶
‖
元
北
海
道
開

発
局
留
萌
開
発
建
設
部
次
長

札
幌
市

　
▽
宮
崎
孝
人
︵

︶
‖
元
国
土
地
理

院
測
地
部
計
画
課
長

茨
城
県
阿
見
町

　
▽
宮
下
保
之
︵

︶
‖
元
四
国
地
方

整
備
局
道
路
部
道
路
調
査
官

高
知
県

四
万
十
市

　
▽
矢
田
光
夫
︵

︶
‖
元
中
国
地
方

整
備
局
地
方
事
業
評
価
管
理
官

島
根

県
出
雲
市

　
▽
横
田
聖
一
︵

︶
‖
元
近
畿
地
方

整
備
局
大
阪
国
道
事
務
所
副
所
長

兵

庫
県
姫
路
市

　
▽
渡
邉
昭
雄
︵

︶
‖
元
中
国
地
方

整
備
局
境
港
湾
空
港
工
事
事
務
所
長


鳥
取
県
境
港
市

　

他
省
庁
関
係


　
▽
後
藤
和
正
︵

︶
‖
元
茨
城
県
土

木
部
長

水
戸
市

　
▽
中
村
講
治
︵

︶
‖
元
資
源
エ
ネ

ル
ギ

庁
電
力
・
ガ
ス
事
業
部
電
力
基

盤
整
備
課
電
源
地
域
整
備
室
長

茨
城

県
取
手
市

　
▽
池
谷
勝
元
︵

︶
‖
静
岡
県
管
工

事
工
業
協
会
理
事

池
谷
配
管
工
業
会

長

静
岡
県
浜
松
市

　
▽
加
藤
昌
男
︵

︶
‖
元
和
歌
山
県

県
土
整
備
部
技
監

和
歌
山
県
橋
本
市

　
▽
橋
本
敬
輔
︵

︶
‖
元
熊
本
大
学

施
設
部
長

福
岡
県
筑
紫
野
市

　
▽
梅
﨑
健
次
郎
︵

︶
‖
元
大
分
県

土
木
建
築
部
長

大
分
市

　
︻
瑞
宝
単
光
章
︼

　

国
土
交
通
省
関
係


　
▽
青
木
良
太
︵

︶
‖
大
弘
建
設
職

長

東
京
都
大
田
区

　
▽
一
之
瀬
勝
︵

︶
‖
坂
本
建
運
職

長
兼
移
動
式
ク
レ

ン
運
転
士

山
梨

県
南
ア
ル
プ
ス
市

　
▽
井
原
清
敏
︵

︶
‖
元
日
本
電
設

工
業
九
州
支
店
工
務
部
交
通
事
業
課
課

長

北
九
州
市

　
▽
江
原
浩
︵

︶
‖
江
原
鉄
筋
工
業

社
長

東
京
都
江
東
区

　
▽
大
石
英
樹
︵

︶
‖
山
岡
建
設
工

業
職
長

千
葉
県
船
橋
市

　
▽
大
久
保
聖
人
︵

︶
‖
加
向
建
設

工
事
長

愛
知
県
瀬
戸
市

　
▽
大
竹
栄
治
︵

︶
‖
不
動
テ
ト
ラ

職
長

大
津
市

　
▽
大
粒
来
彰
︵

︶
‖
宮
崎
工
業
社

長

千
葉
県
四
街
道
市

　
▽
大
庭
浩
文
︵

︶
‖
サ
ン
オ
キ
職

長

東
京
都
板
橋
区

　
▽
岡
田
次
郎
︵

︶
‖
城
北
建
設
常

務
取
締
役

高
松
市

　
▽
岡
登
義
雄
︵

︶
‖
清
水
塗
装
川

崎
支
店
長

川
崎
市

　
▽
奥
田
智
洋
︵

︶
‖
相
光
電
気
取

締
役
工
務
部
長

盛
岡
市

　
▽
笠
原
健
児︵

︶‖
カ
ワ
イ
職
長


岡
山
県
矢
掛
町

　
▽
樫
山
祥
夫
︵

︶
‖
元
伏
光
組
建

設
部
課
長

広
島
市

　
▽
金
古
弘︵

︶‖
拓
進
建
設
職
長


福
岡
県
朝
倉
市

　
▽
熊
澤
源
孝
︵

︶
‖
日
特
建
設
広

島
支
店
職
長

広
島
市

　
▽
源
石
明
弘
︵

︶
‖

岡
建
設
現

場
工
事
課
長
︵
所
長
︶

大
阪
府
高
槻

市　
▽
紺
野
克
弘
︵

︶
‖
佐
藤
型
枠
工

業
職
長

福
島
県
西
郷
村

　
▽
嵯
峨
純
悦
︵

︶
‖
山
岡
工
業
管

工
事
部
次
長

秋
田
市

　
▽
酒
井
聡
也
︵

︶
‖
松
浦
水
道
工

事
部
部
長

高
松
市

　
▽
坂
本
一
美
︵

︶
‖
こ
ざ
き
仕
上

工
事
部
次
長

熊
本
市

　
▽
佐
藤
眞
一
︵

︶
‖
元
国
土
交
通

技
官

千
葉
県
我
孫
子
市

　
▽
山
内
和
弘
︵

︶
‖
元
東
鉄
工
業

東
京
土
木
支
店
土
木
部
利
根
川
工
事
所

所
長

茨
城
県
那
珂
市

　
▽
篠
原
弘
義
︵

︶
‖
元
青
葉
工
業

土
木
部
長
参
事

香
川
県
ま
ん
の
う
町

　
▽
柴
田
正
志
︵

︶
‖
元
新
生
テ
ク

ノ
ス
東
京
新
幹
線
支
店
電
力
部
部
長


長
野
県
軽
井
沢
町

　
▽
澁
谷
大
輔
︵

︶
‖
壺
山
建
設
工

事
部
長

大
阪
市

　
▽
島
袋
徹
︵

︶
‖
大
崎
建
設
労
務

部
機
械
課
統
括
職
長

東
京
都
足
立
区

　
▽
菅
野
敦
︵

︶
‖
ア
ク
テ

ブ
フ



ム
ス
職
長

前
橋
市

　
▽
清
野
勝
志
︵

︶
‖
元
東
京
空
港

事
務
所
空
港
安
全
部
空
港
保
安
防
災
課

空
港
保
安
防
災
対
策
官

新
潟
県
湯
沢

町　
▽
佃

司
︵

︶
‖
福
井
建
設
駆
体

工
事
課
課
長

広
島
市

　
▽
寺
嶋
宏
至
︵

︶
‖
張
替
鉄
筋
工

業
職
長

東
京
都
青
梅
市

　
▽
堂
田
彰
︵

︶
‖
道
路
建
設
道
東

事
業
所
網
走
工
事
事
務
所
職
長

北
海

道
七
飯
町

　
▽
友
利
和
義
︵

︶
‖
新
建
工
事
部

次
長

沖
縄
県
八
重
瀬
町

　
▽
長
江
浩
一
︵

︶
‖
元
シ

エ
ヌ

建
設
新
幹
線
部
新
幹
線
豊
橋
軌
道
事
務

所
所
長

名
古
屋
市

　
▽
西
川
章
一
︵

︶
‖
南
榛
原
開
発

代
表
取
締
役

静
岡
県
牧
之
原
市

　
▽
花
屋
伸
一
︵

︶
‖
長
瀬
建
設
工

事
部
長

宮
崎
県
三
股
町

　
▽
早
坂
敏
明
︵

︶
‖
岩
田
建
設
職

長
兼
工
事
課
長

東
京
都
練
馬
区

　
▽
原
田
金
雄
︵

︶
‖
元
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
関
東
第
二
支
店
工
事
部
機
械
・
安
全

担
当
主
任

さ
い
た
ま
市

　
▽
廣
田
和
巳
︵

︶
‖
鹿
島
道
路
東

京
支
店
工
事
部
専
門
部
長

千
葉
県
大

網
白
里
市

　
▽
藤
岡
英
司
︵

︶
‖
藤
岡
工
務
店

職
長

大
阪
府
豊
中
市

　
▽
藤
田
信
行
︵

︶
‖
元
関
東
地
方

整
備
局
総
務
部
総
務
課
車
庫
長

横
浜

市　
▽
松
原
高
志
︵

︶
‖
高
橋
土
建
工

事
部
工
事
課
係
長

香
川
県
観
音
寺
市

　
▽
峯
治
樹
︵

︶
‖
日
東
重
機
工
事

ク
レ

ン
部
リ

ダ

兼
移
動
式
ク
レ


ン
運
転
士

茨
城
県
古
河
市

　
▽
村
上
盛
喜
︵

︶
‖
西
和
工
務
店

専
務
取
締
役

埼
玉
県
川
口
市

　
▽
安
恒
利
德
︵

︶
‖
元
西
鉄
電
設

工
業
鉄
道
事
業
本
部
施
設
部
電
気
保
全

課
電
力
保
全
係
主
任

福
岡
県
須
惠
町

　
▽
山
田
伸
雄
︵

︶
‖
共
立
建
設
取

締
役
副
社
長

千
葉
県
大
網
白
里
市

　
▽
山
本
和
久
︵

︶
‖
五
洋
工
業
上

席
職
長

岡
山
県
倉
敷
市

　
▽
横
山
雅
之
︵

︶
‖
元
Ｊ
Ｒ
東
日

本
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
八
王
子
支
店
長


東
京
都
多
摩
市

　
▽
世
永
薫
︵

︶
‖
山
本
建
設
型
枠

大
工
職
長

青
森
県
深
浦
町

　

他
省
庁
関
係


　
▽
千
葉
敬
五
︵

︶
‖
元
大
和
電
設

工
業
青
森
支
店
長

青
森
県
弘
前
市

　
▽
櫻
井
毅
︵

︶
‖
櫻
井
塗
装
店
代

表
取
締
役

水
戸
市

　
▽
鈴
木
登
美
夫
︵

︶
‖
鈴
木
工
務

店
代
表
取
締
役

茨
城
県
稲
敷
市

　
▽
原
田
和
市
︵

︶
‖
元
原
田
建
築

代
表

群
馬
県
富
岡
市

　
▽
大
石
好

︵

︶
‖
大
石
塗
装
代

表
取
締
役

埼
玉
県
川
口
市

　
▽
松
本
孝
一
︵

︶
‖
松
本
ブ
ロ


ク
工
業
代
表
取
締
役

埼
玉
県
鴻
巣
市

　
▽
齋
藤
悟
︵

︶
‖
元
東
京
瓦
斯
湘

南
導
管
ネ

ト
ワ

ク
セ
ン
タ

他
工

事
管
理
業
務
担
当
課
長

横
浜
市

　
▽
松
枝
宏
︵

︶
‖
元
関
西
電
力
水

力
事
業
本
部
水
力
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

セ
ン
タ

丸
山
・
笠
置
発
電
所
改
良
工

事
所
長
代
理

岐
阜
県
中
津
川
市

　
▽
大
石
春
夫
︵

︶
‖
大
石
造
園
代

表
取
締
役

静
岡
県
藤
枝
市

　
▽
大
西
攻︵

︶‖
大
西
板
金
社
長


三
重
県
四
日
市
市

　
▽
大
前
博
史
︵

︶
‖
ナ
ン
カ
イ
冷

熱
設
備
代
表
取
締
役

高
知
市

　
▽
岡
本
春
雄
︵

︶
‖
岡
本
硝
子
社

長

北
九
州
市

　
▽
入
倉
雄
二
︵

︶
‖
元
九
建
架
線

工
事
取
締
役
架
空
線
工
事
部
長

熊
本

市

　
世
界
的
な
脱
炭
素
化
へ
の
潮
流
を
背
景
に
し
て
﹁
カ

ボ
ン
ニ



ト
ラ
ル
﹂
実
現
に
向
け
た
積
極
的
な
対
応
が

企
業
の
社
会
的
な
責
務

と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

こ
れ
ま
で

社
会
貢
献
の
意
味
合
い
が
強
か

た
﹁
環
境
対
応
﹂
を
い
か
に
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
企
業
の
成
長
に
結
び
付
け
て
い
く
か

ゼ
ネ
コ
ン
各
社
に


こ
れ
ま
で
以
上
の

踏
み
込
ん
だ
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る


　
世
界
的
に
ク
ロ

ズ
ア

プ
さ
れ

る
脱
炭
素
化
へ
の
対
応
は

い
ま
や

ゼ
ネ
コ
ン
各
社
に
と

て
最
優
先
と

も
言
え
る
経
営
課
題
に
な

て
い

る

い
わ
ゆ
る
低
炭
素
型
コ
ン
ク
リ


ト
の
開
発
や

建
設
現
場
で
使
う

電
力
の
グ
リ

ン
化

Ｚ
Ｅ
Ｂ
︵
ネ


ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ

・
ビ
ル
︶

の
普
及
な
ど

そ
の
取
り
組
み
は
枚

挙
に
い
と
ま
が
な
い


　
中
期
経
営
計
画
や
長
期
ビ
ジ

ン

に
﹁
環
境
経
営
﹂
あ
る
い
は
﹁
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ

経
営
﹂
と
い

た
キ


ワ

ド
が
並
ぶ
よ
う
に

多
く
の

企
業
が
社
会
・
経
済
の﹁
脱
炭
素
化
﹂

へ
の
流
れ
を
一
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ


ン
ス
と
し
て
抽
出

今
後
の
成
長
ド

ラ
イ
バ

と
し
て
エ
ネ
ル
ギ

・
環

境
分
野
で
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を

打
ち
出
す


　
実
際
に

ゼ
ネ
コ
ン
各
社
に
と


て
最
大
の
焦
点
と
な

て
い
る
﹁
ス

コ

プ
３
﹂
を
タ

ゲ

ト
に
し
た

取
り
組
み
も
徐
々
に
具
体
化
の
様
相

を
呈
す


　
象
徴
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
が


建
築
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け

る
Ｃ
Ｏ

排
出
量
を

ゼ
ロ

に
す

る
﹁
ゼ
ロ
カ

ボ
ン
ビ
ル
﹂
の
推
進

を
目
的
に

大
成
建
設
が
電
炉
メ


カ

大
手
の
東
京
製
鉄
と
連
携
し
て

始
動
さ
せ
た
﹁
ゼ
ロ
カ

ボ
ン
ス
チ


ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ

ブ
﹂
だ


　
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は

鋼
材
の
脱

炭
素
化
と
資
源
循
環
の
両
立
に
あ

る

電
炉
鋼
材
の
活
用
に
よ

て
生

産
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
脱
炭
素
化
を

推
し
進
め
る
一
方

建
築
物
の
解
体

に
よ

て
発
生
す
る
鉄
ス
ク
ラ

プ

の
回
収
︵
再
利
用
︶
に
よ

て

製

造
・
調
達
か
ら
解
体
・
回
収
に
至
る

鋼
材
の
資
源
循
環
サ
イ
ク
ル
を
つ
く

り
出
す


　
こ
の
イ
ニ
シ
ア
テ

ブ
の
仕
組
み

の
中
で
生
み
出
さ
れ
る
電
炉
鋼
材
を

﹁
Ｔ
｜
ニ
ア
ゼ
ロ
ス
チ

ル
﹂
と
命

名

い
わ
ば

脱
炭
素
な
プ
レ
ミ
ア

鋼
材

と
し
て
ゼ
ロ
カ

ボ
ン
ビ
ル

の
普
及
に
つ
な
げ
て
い
く
狙
い
が
あ

る


　
ゼ
ネ
コ
ン
が
資
材
を
供
給
す
る
メ


カ

を
巻
き
込
ん
だ
動
き
を
見
せ

て
い
る
の
は

自
社
対
応

に
限
界

が
あ
る
か
ら
だ


　
い
か
に
燃
料
由
来
の
Ｃ
Ｏ

排
出

量
︵
ス
コ

プ
１
︶
や

電
力
由
来

の
Ｃ
Ｏ

排
出
量
︵
ス
コ

プ
２
︶

で
削
減
努
力
を
積
み
重
ね
た
と
し
て

も

上
流
に
位
置
す
る
材
料
の
製
造

・
運
搬
︵
ス
コ

プ
３
︶
で
の
取
り

組
み
が
な
け
れ
ば

サ
プ
ラ
イ
チ



ン
全
体
と
し
て
の
対
応
は
成
り
立

た
な
い


　
サ
プ
ラ
イ
チ


ン
の
上
流
で
Ｃ

Ｏ

排
出
量
を
削
減
す
る
と

必
然

的
に
下
流
の
取
引
先
ま
で

そ
の
効

果
が
波
及
し
て
い
く
裏
を
返
せ
ば


材
料
・
製
品
を
供
給
す
る
メ

カ


に
と

て
も

脱
炭
素
化
へ
の
積
極

的
な
対
応
が
顧
客︵
ゼ
ネ
コ
ン
︶へ
の

貢
献
と
し
て
競
争
力
な

て
い
く


　
こ
の

脱
炭
素
化
の
構
図

か
ら

す
れ
ば

今
後
も
ゼ
ネ
コ
ン
と
メ


カ

の
連
携
は
広
が
り
を
見
せ
て
い

く
可
能
性
が
あ
る


電気設備工事業大手５社　年３月期決算（個別）

文
挾
飯
田
上
田

の
３
氏
に
代
表
権関

電
工

　
関
電
工
は
４
月

日
の
取
締
役
会

で

文
挾
誠
一
顧
問
が
代
表
権
の
あ
る

会
長
に
就
き

飯
田
暢
浩
取
締
役
副
社

長
兼
副
社
長
執
行
役
員

上
田
裕
司
取

締
役
副
社
長
兼
副
社
長
執
行
役
員
の
２

人
に
も
代
表
権
を
付
与
す
る
人
事
を
決

議
し
た

山
口
博
代
表
取
締
役
会
長
は

特
別
顧
問
に

柏
原
彰
一
郎
代
表
取
締

役
副
社
長
兼
副
社
長
執
行
役
員
は
監
査

役
に
就
任
す
る

い
ず
れ
も
６
月

日

に
開
催
す
る
株
主
総
会
・
取
締
役
会
で

正
式
決
定
す
る
予
定
だ


　
文
挾
　
誠
一
氏
︵
ふ
ば
さ
み
・
せ
い

い
ち
︶
１
９
８
５
年

４
月
東
京
電
力
入

社

２
０
１
５
年
４

月
常
務
執
行
役



年
４
月
東
京
電
力
パ

ワ

グ
リ

ド
取
締
役
兼
東
京
電
力
フ


エ
ル
＆
パ
ワ

取
締
役
兼
東
京
電
力

エ
ナ
ジ

パ

ト
ナ

取
締
役


年

６
月
東
京
電
力
ホ

ル
デ

ン
グ
ス
代

表
執
行
役
副
社
長


年
４
月
東
京
電

力
リ
ニ


ア
ブ
ル
パ
ワ

社
長
な
ど

を
経
て


年
６
月
か
ら
現
職


年

７
月

日
生
ま
れ


歳


　
飯
田
　
暢
浩
氏
︵
い
い
だ
・
の
ぶ
ひ

ろ
︶
１
９
８
５
年
４

月
関
電
工
入
社

２

０
１
８
年

月
常
務

執
行
役
員
南
関
東
・

東
海
営
業
本
部
長
兼

神
奈
川
支
店
長


年
６
月
取
締
役
兼

常
務
執
行
役
員


年
６
月
取
締
役
副

社
長
兼
副
社
長
執
行
役
員

同
年
７
月

か
ら
現
職
の
営
業
統
轄
本
部
長
・
業
務

全
般
・
コ
ス
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
本
部
担

当
を
兼
務


年

月

日
生
ま
れ



歳


　
上
田
　
裕
司
氏︵
う
え
だ
・
ゆ
う
じ
︶

２
０
１
６
年
４
月
東
京
電
力
エ
ナ
ジ


パ

ト
ナ

常
務


年
７
月
関
電
工

常
務
執
行
役
員
営
業
統
轄
本
部
副
本
部

長
兼
グ
ル

プ
営
業

担
当


年
６
月
取

締
役
兼
常
務
執
行
役

員


年
６
月
取
締

役
副
社
長
兼
副
社
長

執
行
役
員

同
年
７
月
か
ら
現
職
の
業

務
全
般
・
グ
ル

プ
営
業
部
・
国
際
事

業
部
担
当
を
兼
務


年
１
月

日
生

ま
れ


歳


加
納
専
務
が
社
長
就
任

小
松
ウ
オ

ル
工
業

　
小
松
ウ
オ

ル
工
業
は

４
月

日

の
取
締
役
会
で
加
納
慎
也
取
締
役
兼
専

務
執
行
役
員
Ｉ
Ｒ
・
経
営
企
画
担
当
が

社
長
兼
社
長
執
行
役
員
に
就
任
す
る
人

事
を
決
め
た

６
月

日
の
株
主
総
会

・
取
締
役
会
で
の
承
認
を
経
て
正
式
に

就
任
す
る

加
納
裕
社
長
兼
社
長
執
行

役
員
は
相
談
役
に
就
く


　
加
納
　
慎
也
氏︵
か
の
う
・
し
ん
や
︶

２
０
１
１
年
小
松
ウ
オ

ル
工
業
入

社


年
６
月
取
締
役


年
６
月
取

締
役
兼
常
務
執
行
役
員
技
術
開
発
本
部

長


年
４
月
同
常
務
執
行
役
員
技
術

開
発
本
部
長
兼
Ｉ
Ｒ
・
経
営
企
画
担
当


同
年
６
月
同
専
務
執
行
役
員
技
術
開
発

本
部
長
兼
Ｉ
Ｒ
・
経
営
企
画
担
当



年
４
月
か
ら
現
職


年
９
月

日
生

ま
れ


歳


新
会
長
に
水
谷
氏

山
崎
氏
が
新
社
長

北
陸
電
気
工
事

　
北
陸
電
気
工
事
は
４
月

日
の
取
締

役
会
で

代
表
取
締
役
会
長
に
北
陸
電

力
の
水
谷
和
久
代
表
取
締
役
副
社
長
兼

副
社
長
執
行
役
員
地
域
共
生
本
部
長
を

迎
え

社
長
に
山
崎
勇
志
常
務
が
昇
格

す
る
人
事
を
決
議
し
た

矢
野
茂
社
長

は
顧
問
に
就
く

い
ず
れ
も
６
月

日

に
開
催
す
る
株
主
総
会
と

そ
の
後
の

取
締
役
会
で
正
式
決
定
す
る
予
定

だ


　
水
谷
　
和
久
氏
︵
み
ず
た
に
・
か
ず

ひ
さ
︶
１
９
８
４
年

３
月
京
大
法
学
部
卒

後

同
年
４
月
北
陸

電
力
入
社

２
０
１

５
年
６
月
執
行
役
員

石
川
支
店
長


年
６
月
取
締
役
兼
常

務
執
行
役
員


年
６
月
代
表
取
締
役

副
社
長
兼
副
社
長
執
行
役
員
を
経
て



年
６
月
か
ら
現
職

石
川
県
出
身



年
６
月

日
生
ま
れ


歳


　
山
崎
　
勇
志
氏
︵
や
ま
ざ
き
・
い
さ

し
︶
１
９
８
５
年
３

月
専
修
大
経
済
学
部

卒
後

同
年
４
月
北

陸
電
気
工
事
入
社


２
０
１
８
年
４
月
執

行
役
員
高
岡
支
店
副
支
店
長

同
年
６

月
執
行
役
員
管
理
部
長


年
６
月
取

締
役
管
理
部
長


年
４
月
取
締
役
管

理
部
部
長

同
年
６
月
上
席
執
行
役
員

総
合
企
画
部
長
を
経
て


年
６
月
か

ら
現
職

石
川
県
出
身


年
４
月


日
生
ま
れ


歳


新
社
長
に
藪
下
氏

北
海
電
気
工
事

　
北
海
電
気
工
事
は

４
月

日
の
取

締
役
会
で
藪
下
裕
己
北
海
道
電
力
ネ


ト
ワ

ク
社
長
兼
社
長
執
行
役
員
が
新

た
に
社
長
兼
社
長
執
行
役
員
に
就
任
す

る
人
事
を
決
め
た

６
月

日
の
株
主

総
会
・
取
締
役
会
を
経
て
正
式
に
就
任

す
る


　
藪
下
　
裕
己
氏
︵
や
ぶ
し
た
・
ひ
ろ

み
︶
１
９
８
２
年
３

月
小
樽
商
科
大
商
学

部
経
営
法
学
科
卒

後

同
年
４
月
北
海

道
電
力
入
社

２
０

１
６
年
７
月
上
席
執
行
役
員
経
理
部

長


年
６
月
取
締
役
兼
常
務
執
行
役

員
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ

ト
本
部
副
本
部

長


年
４
月
取
締
役
兼
常
務
執
行
役

員
送
配
電
カ
ン
パ
ニ

副
社
長


年

６
月
同
常
務
執
行
役
員
送
配
電
カ
ン
パ

ニ

社
長
な
ど
を
歴
任


年
４
月
か

ら
現
職


年
５
月

日
生
ま
れ



歳


◆
四
電
工

　︵
６
月

日
開
催
予
定
の
株
主
総
会
︶

取
締
役
兼
専
務
執
行
役
員
企
画
部
・
総

務
部
・
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
推
進
室
統
括

︵
常
務
企
画
部
・
総
務
部
・
Ｉ
Ｔ
シ
ス

テ
ム
推
進
室
担
当
︶
山
﨑
直
樹
▽
同
専

務
執
行
役
員
原
価
管
理
室
長
︵
常
務
︶

技
術
本
部
長
中
川
隆
▽
同
安
全
部
統
括

︵
安
全
部
担
任
︶
常
務
執
行
役
員
電
力

本
部
長
山
口
隆
浩
▽
免
監
査
等
委
員


社
外
取
締
役
佐
野
正
▽
社
外
取
締
役


戸
谷
美
奈
子

　
▽
退
任
︵
専
務
営
業
本
部
・
技
術
本

部
担
当
原
価
管
理
室
長
︶
末
廣
憲
二
▽

同
︵
取
締
役
監
査
等
委
員
会
委
員
長
︶

高
橋
亮
▽
同
︵
社
外
取
締
役
監
査
等
委

員
︶
森
糸
繁
樹
▽
同
︵
同
︶
真
鍋
洋
子

◆
北
海
電
気
工
事

　
︵
６
月

日
︶
社
長
兼
社
長
執
行
役

員

藪
下
裕
己
▽
取
締
役
兼
常
務
執
行

役
員

佐
藤
斉
▽
同

今
野
正
章
▽
常

任
監
査
役

黒
坂
洋
行
▽
監
査
役

後

藤
雅
春
▽
退
任
︵
社
長
兼
社
長
執
行
役

員
︶
阿
部
幹
司
▽
同
︵
取
締
役
兼
常
務

執
行
役
員
︶
笠
島
龍
広
▽
同
︵
同
︶
小

林
敬
▽
同
︵
社
外
監
査
役
︶
遠
藤
雅
人

▽
同
︵
社
外
監
査
役
︶
佐
藤
斉

◆
小
松
ウ
オ

ル
工
業

　
︵
６
月

日
︶
社
長
兼
社
長
執
行
役

員
︵
取
締
役
兼
専
務
執
行
役
員
Ｉ
Ｒ
・

経
営
企
画
担
当
︶
加
納
慎
也
▽
相
談
役

︵
社
長
兼
社
長
執
行
役
員
︶
加
納
裕
▽

常
務
執
行
役
員
︵
執
行
役
員
︶
取
締
役

管
理
本
部
長
綾
由
紀
夫

◆
北
陸
電
気
工
事

　︵
６
月

日
開
催
予
定
の
株
主
総
会
︶

代
表
取
締
役
会
長
︵
北
陸
電
力
代
表
取

締
役
副
社
長
兼
副
社
長
執
行
役
員
地
域

共
生
本
部
長
︶
水
谷
和
久
▽
社
長
兼
社

長
執
行
役
員
︵
常
務
︶
山
崎
勇
志
▽
専

務
兼
専
務
執
行
役
員
︵
常
務
︶
北
克
彦

▽
常
務
兼
常
務
執
行
役
員
︵
上
席
執
行

役
員
営
業
部
長
︶
早
瀬
庄
一
郎
▽
非
常

勤
取
締
役

北
陸
電
力
常
務
執
行
役
員

営
業
本
部
長
長
高
英
▽
顧
問
︵
社
長
︶

矢
野
茂

◆
関
電
工

　︵
６
月

日
開
催
予
定
の
株
主
総
会
︶

代
表
取
締
役
会
長
︵
顧
問
︶
文
挾
誠
一

▽
代
表
取
締
役
︵
取
締
役
︶
副
社
長
兼

副
社
長
執
行
役
員
飯
田
暢
浩
▽
同︵
同
︶

同
上
田
裕
司
▽
取
締
役
︵
常
務
執
行
役

員
︶
榎
木
博
幸
▽
同
︵
同
︶
田
母
神
博

文
▽
社
外
取
締
役

須
藤
実
和

　
▽
特
別
顧
問
︵
代
表
取
締
役
会
長
︶

山
口
博
▽
監
査
役
︵
代
表
取
締
役
副
社

長
兼
副
社
長
執
行
役
員
コ

ポ
レ

ト

本
部
長
兼
経
営
企
画
ユ
ニ

ト
長
兼
業

務
全
般
・
内
部
統
制
本
部
担
当
︶
柏
原

彰
一
郎
▽
顧
問
︵
取
締
役
副
社
長
︶
宮

内
伸
一
▽
専
務
執
行
役
員
︵
取
締
役
兼

常
務
執
行
役
員
︶

橋
信
治
▽
特
任
顧

問
︵
監
査
役
︶
雪
村
透
▽
退
任
︵
取
締

役
︶
内
野
崇

◆
大
林
組

　
︵
５
月
１
日
︶
グ
リ

ン
エ
ネ
ル
ギ


本
部
統
括
部
長

グ
リ

ン
エ
ネ
ル

ギ

本
部
プ
ロ
ジ

ク
ト
推
進
部
長
郷

原
剛

◆
佐
藤
工
業

　︵
５
月
１
日
︶東
北
支
店
土
木
部
長


三
沢
啓
之

◆
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石

　
︵
５
月
１
日
︶

技
術
本
部

技
術

部
長
︵
技
術
研
究
所
長
︶
渡
瀨
博
▽
技

術
研
究
所
長
︵
技
術
部
長
︶
井
隼
俊
也

Ｃ
Ｏ

削
減
な
ど
研
究

開
発
テ

マ
を
決
定

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

　
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
は

中
長
期
な
ど
で
取

り
組
む
研
究
開
発
テ

マ
と
し
て



テ

マ
を
決
定
し
た

２
月
に
研
究
開

発
会
議

４
月
に
研
究
開
発
検
討
会
を

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
総
合
技
術
セ
ン
タ

︵
さ

い
た
ま
市
西
区
︶
で
開
き
‖
写
真

こ

れ
ら
を
経
て

取
り
組
み
内
容
を
決
定

し
た


　
舗
装
土
木
事
業
で
は
Ｃ
Ｏ

削
減


現
場
の
生
産
性
向
上

再
生
合
材
の
品

質
向
上
・
評
価
技
術

コ
ン
ク
リ

ト

床
版
の
調
査
・
補
修
技
術

自
動
運
転

の
支
援
技
術
な
ど

建
築
事
業
で
は


コ
ン
ク
リ

ト
打
ち
継
ぎ
に
関
す
る
技

術

環
境
事
業
で
は
土
壌
浄
化

テ
ス

ト
コ

ス
で
は
バ
ン
ク
舗
装
の
高
度
化

技
術
な
ど
を
進
め
る


　
こ
の
ほ
か

短
期
間
で
結
果
を
出
す

テ

マ
や
先
に
開
発
し
た
技
術
の
改
良

改
善
に
取
り
組
む
ほ
か

高
耐
久
路
盤

の
施
工
性
改
善

舗
装
や
床
版
の
平
た

ん
性
向
上

路
床
安
定
処
理
の
効
率
化

な
ど
の
テ

マ
は

現
場
か
ら
の
要
望

を
踏
ま
え
て
改
良
改
善
を
行
う


　
山
岸
宏
総
合
技
術
部
長
は
﹁
研
究
開

発
の
目
的
は

商
品
化
や
社
内
技
術
化

で
は
な
く

開
発
技
術
で
現
場
の
課
題

を
解
決
す
る
こ
と

ま
ず
は
開
発
技
術

を
現
場
で
使

て
も
ら
い

改
良
改
善

し
て

定
着
す
る
ま
で
研
究
開
発
を
続

け
て
い
く
﹂
と
し
て
い
る


　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石

大
日
本

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

福
山
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
理
研
鼎
業
は
共
同
で


理
化
学
研
究
所
発
の
中
性
子
非
破

壊
計
測
技
術
を
使

て

イ
ン
フ

ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
革
新
に
貢
献

す
る
新
会
社
﹁
ラ
ン
ズ
ビ


﹂

︵
埼
玉
県
和
光
市


村
正
人
代

表
取
締
役
︶
を
設
立
し
た

橋
梁

な
ど
コ
ン
ク
リ

ト
内
部
の
塩
分

濃
度
の
計
測
サ

ビ
ス
を
展
開
す

る
こ
と
で

予
防
保
全
型
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
へ
の
貢
献
を
目
指
す


　
橋
梁
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
劣
化
要

因
と
し
て

潮
風
を
浴
び
る
沿
岸

地
域
や

冬
場
に
凍
結
防
止
剤
を

散
布
す
る
山
間
部
で
進
む﹁
塩
害
﹂

に
着
目

長
寿
命
化
や
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
費
用
の
削
減
の
観
点
か
ら

﹁
非
破
壊
に
よ
る
塩
分
濃
度
計
測
﹂

の
サ

ビ
ス
提
供
を
進
め
る


　
独
自
調
査
に
よ

て

塩
害
の

影
響
を
受
け
る
橋
梁
︵
全
国
４
万

８
０
０
０
橋
︶
に
お
け
る
非
破
壊

で
の
塩
分
濃
度
計
測
の
市
場
規
模

を
約

億
円
と
試
算

こ
の
市
場

ニ

ズ
を
満
た
す
ツ

ル
と
し

て

非
破
壊
検
査
技
術
に
よ
る
計

測
サ

ビ
ス
の
展
開
に
取
り
組

む


　
中
性
子
を
使

て
コ
ン
ク
リ


ト
内
部
の
塩
分
濃
度
を
非
破
壊
で

計
測
す
る
技
術
は

理
化
学
研
究

所
と
土
木
研
究
所
の
共
同
研
究
を

軸
に

内
閣
府
の
Ｓ
Ｉ
Ｐ
︵
戦
略

的
イ
ノ
ベ

シ

ン
創
造
プ
ロ
グ

ラ
ム
︶
﹁
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
・

更
新
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
﹂
な

ど
で
開
発
さ
れ
た


　
今
後
２

３
年
の
第
１
段
階
と

し
て

新
た
に
立
ち
上
げ
た
ラ
ン

ズ
ビ


が
直
営
で
計
測
事
業
を

受
託
し
て
サ

ビ
ス
を
展
開

次

の
ス
テ

プ
と
し
て

検
査
装
置

の
レ
ン
タ
ル
や
販
売
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
く
方
針
を
示
す


　
電
気
設
備
工
事
業
大
手
５
社
の

２
０
２
３
年
３
月
期
決
算︵
個
別
︶

が
４
月

日
に
出
そ
ろ

た

業

績
の
先
行
指
標
と
な
る
受
注
高
は

き
ん
で
ん

関
電
工

九
電
工


ユ
ア
テ

ク

ト

エ
ネ

ク
の

全
５
社
が
前
年
度
を
上
回

た


売
上
高
も
全
５
社
が
増
収
を
達
成

し
て
い
る

営
業
利
益
は
関
電
工

と
ユ
ア
テ

ク
の
２
社
が
営
業
増

益
を
確
保
し

３
社
が
営
業
減
益

と
な

た

手
持
ち
工
事
高
は
関

電
工
が
過
去
最
高
を
達
成
す
る
な

ど

５
社
共
に
増
加
し
た

こ
の

高
い
手
持
ち
工
事
量
の
水
準
を
受

け
て


年
４
月
か
ら
建
設
業
に

も
適
用
さ
れ
る
時
間
外
労
働
の
上

限
規
制
と
施
工
体
制
の
確
保

受

注
活
動
な
ど
と
の
兼
ね
合
い
が
今

後
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ


　
受
注
面
で
は
各
社
と
も
に
旺
盛

な
投
資
環
境
を
取
り
込
み

特
に

大
型
の
工
場
や
再
開
発
事
業
な
ど

で
受
注
を
伸
ば
し

高
い
水
準
と

な

て
い
る
売
り
上
げ
面
で
は


き
ん
で
ん
が
関
西
電
力
送
配
電
の

工
事
量
増
加
や
商
業
・
娯
楽
施
設


工
場
な
ど
の
増
加
で
増
収
と
な


た

関
電
工
は
大
型
の
再
開
発
や

工
場
な
ど

九
電
工
は
デ

タ
セ

ン
タ

な
ど
で
伸
ば
し
た

ユ
ア

テ

ク
は
屋
内
配
線
工
事
や
配
電

線
工
事
が
増
加

ト

エ
ネ

ク

は
首
都
圏
や
近
畿
圏
な
ど
で
力
を

入
れ
て
過
去
最
高
の
水
準
を
確
保

し
た


　
利
益
面
で
は

発
注
者
の
理
解

を
得
て
価
格
転
嫁
な
ど
を
進
め
て

増
益
を
確
保
で
き
た
企
業
が
存
在

す
る
一
方
で

工
事
採
算
性
の
悪

化
や
工
事
進
捗
︵
し
ん
ち

く
︶

の
遅
れ
な
ど
で
減
益
と
な

た
企

業
も
存
在
す
る

た
だ

賃
上
げ

を
含
む
販
管
費
の
増
加
な
ど
前
向

き
な
理
由
を
挙
げ
る
企
業
も
存
在

す
る


　
５
社
の
完
成
工
事
総
利
益
率

︵
九
電
工
は
連
結
︶
は

き
ん
で

ん
は

・
７
％
︵
対
前
年
同
期
比

１
・
１

減
︶

関
電
工
が

・

３
％
︵
０
・
３

減
︶

九
電
工

は

・
０
％
︵
０
・
７

減
︶ユ

ア
テ

ク
は

・
８
％
︵
０
・
４


増
︶

ト

エ
ネ

ク
は

・

０
％︵
２
・
３

減
︶と
な

た


　
期
末
手
持
ち
工
事
高
は

き
ん

で
ん
が
４
４
８
４
億
円
︵
前
年
度

比
８
・
２
％
増
︶

関
電
工
が
４

６
４
１
億
２
６
０
０
万
円
︵
５
・

３
％
増
︶

九
電
工
は
４
２
９
２

億
８
７
０
０
万
円︵

・
５
％
増
︶

ユ
ア
テ

ク
が
１
３
４
３
億
６
５

０
０
万
円
︵
９
・
９
％
増
︶

ト


エ
ネ

ク
が
１
３
３
９
億
０
２

０
０
万
円
︵

・
０
％
増
︶
で
全

５
社
が
増
加
し
た


　

年
３
月
期
通
期
の
業
績
予
想

を
見
る
と

受
注
増
は
関
電
工


九
電
工
︵
連
結
︶
の
２
社
が
増
加

を
見
込
み

増
収
は
５
社
全
て


営
業
増
益
は
関
電
工

九
電
工

︵
連
結
︶

ト

エ
ネ

ク
の
３

社
が
見
込
ん
で
い
る



